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　仙台七夕まつりの前夜祭として定着した七夕花火祭。第40回目も大きな事故も無く、無事に終えること
が出来ました。経済不況の真っ只中、協賛金集めには大変苦労すると予想していましたが、委員会メンバー
やボランティアサポーターの頑張りと、皆さんからのあたたかいご協力ものと、計画通りの16,000発の花
火を打ち上げることができました。改めて、市民の皆さんに愛されている花火であることを実感しました。

　例会や事業などの仙台JCの活動を広く皆さんに伝えるべく、公式ホームページを元旦の午前０時から立
ち上げ、同時に毎月のメールマガジン発行とともに、随時更新を続けました。
　また、広報誌「のぞみ」は発刊50周年としての記念の年でもあり、全３回の発行を実施しするなかで、
過去の「のぞみ」を振り返るなどの内容に工夫をしました。

　この一年間、それぞれの例会や事業を通じて、愛する心とは何かを考え続けました。そこには、「まち」
や「ひと」に関心を持つことから始まり、大切に想う、注意を注ぐ、ことなのではないかと感じました。愛
するひとにしあわせになってほしいと願うから、より良いまちになってほしいと行動します。愛するまちを
慈しむから、ひとりでも多くの人にまちを愛してもらいたいと願うのです。

　ひとつを愛することは、全てを愛することに繋がります。

　私たち仙台JCはこれからも、確かな価値観をもち、本当にやらなければならないこと、本当に大切にし
なければならないことを学び、個々の成長と組織力の向上を目指し、地域のリーダーとして、一人の人間と
して、この地域で生きる青年として、一時的な社会情勢や偏った情報に揺るがされることなく、気概と愛す
る心を持ち、強さと逞しさを身につけ、率先して行動しなければなりません。

　愛することからはじめよう。
　見返りを求めずに、真っ直ぐな気持ちで。
　失敗を恐れることなく自分と仲間を信じて。
　愛するひとのために。愛する仙台（まち）のために。

 “Letʼs challenge with the spirit”
 ～ 愛することからはじめよう　強く　逞しく ～

　2009年、この一年間、私たちの運動にご理解、ご協力を頂き、有難うございました。
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